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さ
ん
ざ
ん
コ
ス
ト

削
減
だ
と
か
不
要

な
支
出
を
減
ら
せ

と
言
わ
れ
て
い
る

な
か
で
、
衆
議
院

総
選
挙
に
係
る
費

用
は
約
７
０
０
億

円
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
で
は
21

億
円
か
か
っ
て
い
る
。
民
主
主

義
の
コ
ス
ト
と
は
い
え
、
仕
方

が
な
い
と
は
言
い
に
く
い
金
額

だ
▼
国
の
予
算
が
年
度
内
に
は

成
立
し
な
い
こ
と
が
確
定
的
に

な
り
、
義
務
的
経
費
は
暫
定
予

算
で
ど
う
に
か
な
っ
て
も
投
資

的
経
費
に
つ
い
て
は
執
行
で
き

る
と
い
う
目
途
す
ら
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
予
想

外
の
時
期
で
の
短
期
決
戦
と

な
っ
た
結
果
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
配
属
さ
れ
た
職
員
だ
け
で

は
人
手
が
足
り
ず
に
、
選
管
経

験
者
へ
の
兼
務
や
事
務
従
事
で

い
ろ
い
ろ
な
部
署
か
ら
動
員
が

か
け
ら
れ
、
職
員
へ
の
過
大
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
▼
選
挙
事

務
を
す
る
こ
と
は
地
方
公
務
員

の
職
務
と
し
て
仕
方
が
な
い
と

割
り
切
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
だ
が
、
国
会
や
議
員
の
思
惑

で
振
り
回
さ
れ
る
地
方
公
務
員

の
気
持
ち
も
少
し
は
く
み
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
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自分勝手な選挙

iNaki

【
人
員
確
保
を
最
重
点
に
】

　

自
治
体
現
場
で
は
、
増
大
す

る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
し
人
員
不

足
が
深
刻
化
し
、
離
職
や
休
職

の
増
加
に
よ
り
逼
迫
し
た
状
況

が
続
い
て
い
る
。
安
定
的
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
人
員
の
要
求
・
確
保
に

加
え
、
賃
金
改
善
や
職
場
環
境

の
整
備
を
進
め
、
定
着
と
離
職

防
止
を
は
か
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
年
間
闘
争

の
出
発
点
で
あ
る
春
闘
期
か
ら

取
り
組
み
、
新
規
採
用
後
に
は

人
員
状
況
を
点
検
し
、
６
月
の

人
員
確
保
闘
争
に
つ
な
げ
る
継

続
的
な
闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確
立

が
重
要
で
あ
る
。

【
春
闘
か
ら
賃
金
改
善
要
求
】

　

人
員
確
保
に
は
賃
金
改
善
が

欠
か
せ
な
い
。
春
闘
期
か
ら
連

合
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
取
り
組

み
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
26
年

の
人
勧
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
秋
の
賃
金
確
定
闘
争
で
地

域
実
情
を
踏
ま
え
た
賃
上
げ
へ

と
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。
春

闘
の
結
果
が
自
治
体
賃
金
水
準

を
左
右
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

運
動
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

【
職
場
環
境
の
整
備
】

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
や
長
時

間
労
働
の
是
正
、
適
正
な
労
働

時
間
管
理
を
進
め
、「
働
き
続

け
た
い
」
と
思
え
る
職
場
を
実

現
す
る
こ
と
が
人
員
確
保
と
定

着
に
つ
な
が
る
。
職
場
点
検
を

通
じ
て
課
題
を
可
視
化
し
、
要

求
と
交
渉
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

【
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
】

　

給
与
引
き
上
げ
勧
告
に
基
づ

く
遡
及
改
定
は
未
実
施
が
１
自

治
体
残
り
、
県
内
完
全
実
施
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
昇
給
上
限

の
固
定
化
や
任
用
更
新
を
行
わ

な
い
事
例
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
当
事
者
の
声
を
反
映
し
た

組
織
化
・
拡
大
と
と
も
に
、
春

闘
期
か
ら
の
要
求
と
交
渉
を
重

ね
る
必
要
が
あ
る
。

【
財
源
確
保
に
向
け
て
】

　

安
定
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
や

災
害
対
応
、
人
員
確
保
、
賃
金・

労
働
条
件
の
改
善
を
実
現
す
る

に
は
財
源
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
。
本
部・
県
本
部
は
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
に
向
け
国
や

　

２
０
２
６
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
物
価
上
昇
に
賃
上
げ
が
追
い
付
か
な
い
中
、
連

合
は
定
昇
相
当
分
を
含
め
５
％
以
上
（
中
小
は
格
差
是
正
分
を
含
め
６
％
以
上
）
の
賃
上
げ

目
標
を
掲
げ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
自
治
労
は
「
人
員
確
保
」
を
は
じ
め
、
４
つ
の
重

点
課
題
（
左
記
表
）
を
設
定
し
、春
闘
期
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

統
一
行
動
日
の
３
月
13
日
は
、
29
分
時
間
内
食
い
込
み
集
会
を
配
置
し
、
全
単
組
で
要
求
前

進
に
向
け
た
大
衆
行
動
と
交
渉
を
実
施
し
よ
う
。

【
は
じ
め
に
】

　

自
治
体
現
場
で
は
、
様
々
な

行
政
ニ
ー
ズ
が
増
え
続
け
る

現
状
の
中
、
こ
れ
ま
で
労
働

者
（
組
合
員
）
の
努
力
に
よ
っ

て
、
か
ろ
う
じ
て
職
場
を
維
持

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

継
続
し
て
い
る
が
、
離
職
や
休

職
も
増
加
し
、
逼
迫
し
た
状
況

が
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
資
格

職
の
人
員
不
足
も
深
刻
化
し
て

お
り
、
医
療
や
土
木
（
水
道
）、

介
護
、
保
育
、
交
通
関
連
な
ど

の
様
々
な
専
門
職
場
に
お
い
て

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

【
６
月
５
日
が
統
一
行
動
日
の

人
員
確
保
闘
争
に
向
け
て
】

　

ま
ず
は
各
職
場
の
人
員
配
置

や
業
務
量
、
時
間
外
労
働
の
状

況
を
点
検
し
、
安
定
的
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
人
員
を
要
求
・
確

保
し
て
い
く
。
同
時
に
、
長
時

間
労
働
や
人
員
不
足
に
起
因
し

た
離
職
や
休
職
が
増
加
し
て
い

る
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
新
た
な

人
員
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
現

在
働
い
て
い
る
者
が
働
き
続
け

ら
れ
る
賃
金
の
改
善
や
職
場
の

環
境
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、
人

員
の
定
着
や
離
職
防
止
に
も
注

力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

　

年
間
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
位
置
付
け
る
春
闘
期
に
お
い

て
実
践
し
、
４
月
に
新
規
採
用

職
員
が
配
置
さ
れ
て
以
降
、
職

場
の
人
員
状
況
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
を
点
検
し
、
足

り
な
い
人
員
は
６
月
の
人
員
確

保
闘
争
で
要
求
し
て
い
く
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
サ
イ
ク
ル

を
構
築
・
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

【
取
り
組
み
の
推
進
】

　

春
闘
に
お
け
る
人
員
確
保
の

重
点
課
題
は
、
①
人
員
確
保
に

対
す
る
基
本
認
識
の
確
認
を
す

る
こ
と
②
人
員
配
置
、
採
用
計

画
（
具
体
的
な
採
用
職
種
・
採

用
人
数
）
等
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
③
専
門
職
を
は
じ
め
人
員

確
保
の
た
め
の
実
効
あ
る
対
策

を
具
体
化
す
る
こ
と
④
緊
急
時

お
よ
び
災
害
時
に
必
要
な
人
員

を
確
保
す
る
こ
と
⑤
恒
常
的
休

職
者
を
正
規
職
員
で
補
充
す
る

こ
と
⑥
業
務
量
に
見
合
っ
た
条

例
定
数
お
よ
び
定
数
管
理
計
画

に
見
直
す
こ
と
⑦
離
職
防
止
対

策
を
講
じ
る
こ
と
⑧
着
実
な
定

年
引
き
上
げ
へ
の
対
応
を
は
か

る
こ
と
⑨
不
断
の
業
務
の
見
直

し
を
す
る
こ
と
を
基
本
に
進
め

る
。

【
通
年
闘
争
を
意
識
し
た
取
り

組
み
】

　

現
業・
公
企
統
一
闘
争
の
第
１

次
闘
争
も
人
員
確
保
を
最
優
先

に
取
り
組
む
こ
と
も
含
め
て
、

春
闘
期
か
ら
現
業・公
企
労
働
者

が
有
す
る
労
働
二
権
を
活
用
し

て
人
員
確
保
を
取
り
組
み
、
通

年
闘
争
を
意
識
し
て
進
め
る
。

地
方
団
体
へ
の
要
請
を
強
化
し
、

単
組
も
職
場
点
検
を
踏
ま
え
た

要
求
を
積
み
上
げ
労
使
交
渉
に

取
り
組
む
な
ど
運
動
を
前
進
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2026春闘討議資料
27 ～ 28日　県本部2026現業交流集会

（津名ハイツ）

28日　県本部公共民間協2026春闘学習会
（県本部会議室）
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春
闘
の
課
題� 

２ �  

人
員
確
保
の
取
り
組
み

自治労2026春闘の重点課題
１　全ての単組が「人員確保」について要求・交渉
　2026春闘の最重点課題は、全ての単組の共通課題で
ある「人員確保」とし、職場の人員配置の実態を踏ま
え、全ての単組が春闘期から要求します。４月以降の
職場の人員配置の状況を再点検し、６月期の人員確保
闘争につなげていきます。

２　「賃金の運用改善」「働き続けられる職場の実現」
について

　働き続けられる職場づくり、人材が集まる魅力ある
職場づくりのためには、「賃金の点検・運用改善」、「長
時間労働の是正・適切な労働時間管理」、「働きやすい
職場への改善（ハラスメント対策等）」が不可欠です。
以上の項目についても重点課題として、１単組１要求
の上、交渉に取り組みます。

３　ジェンダー平等の観点から点検、要求・交渉

　ジェンダー平等の観点を踏まえた課題の解決や男女
間賃金の格差の解消も重要な課題であり、そうした観
点からの職場点検を通じて要求・交渉に取り組みます。

４　労務費の適切な価格転嫁を推進
　公共サービスに携わる民間労働者の賃上げ原資の確
保、物価高による行政運営にかかる経費の増大への対
応として、「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に
関する指針」を踏まえた適切な対応を推進します。

お
詫
び
と
訂
正

　

本
紙
１
６
８
９
号
で
、
北
上

哲
人
と
標
記
し
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
北
上
哲
仁
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

人員確保が最重点
春
闘
起
点
に
取
り
組
み
継
続

全
単
組
が
要
求・交
渉
の
実
施
を
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【
基
本
的
な
考
え
方
】

　

県
本
部
は
、
一
昨
年
10
月
の

定
期
大
会
で
、
全
て
の
自
治
体

単
組
で
ラ
ス
指
数
１
０
５
を
目

標
、
１
０
０
を
最
低
水
準
に
設

定
し
運
用
改
善
を
め
ざ
す
こ
と

と
し
、
継
続
し
た
取
り
組
み
を

提
起
し
て
き
た
。
一
方
で
、
25

年
度
の
県
内
自
治
体
の
ラ
ス
指

数
は
、
１
０
０
未
満
が
34
団
体

（
う
ち
98
未
満
が
12
団
体
）
と
、

最
低
水
準
に
も
届
い
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

当
局
側
だ
け
で
な
く
、
一
部

組
合
側
で
も
自
治
体
規
模
に
よ

る
格
差
を
受
け
入
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
、
人
員
確
保

に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
現
状

か
ら
す
れ
ば
マ
イ
ン
ド
チ
ェ
ン

ジ
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
官
民
と
も
に
人
材
不

足
が
顕
著
に
な
り
、
民
間
・
公

務
と
も
に
人
材
確
保
競
争
が
過

熱
す
る
中
で
、
自
治
体
に
お
い

て
は
応
募
者
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
初
任
給
や
地
域

手
当
を
中
心
に
人
材
確
保
に
向

け
た
処
遇
改
善
が
強
く
求
め
ら

れ
る
。

　

さ
ら
に
中
堅
層
を
含
め
た
離

職
者
の
増
加
も
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
中
堅
層
が
昇
格
の
停
滞

や
賃
金
の
伸
び
悩
み
を
感
じ
る

こ
と
な
く
、
今
後
の
処
遇
に
見

通
し
を
も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
運
用
改
善
も
必
要
で

あ
る
。

【
賃
金
の
運
用
改
善
】

　

①
初
任
給
基
準
の
引
き
上

げ
、
到
達
級
（
38
歳
４
級
を
め

ざ
す
）
の
改
善
と
昇
格
の
確

保
、
昇
格
期
間
の
短
縮
、
上
位

昇
給
の
活
用
な
ど
を
通
じ
、
賃

金
水
準
の
改
善
②
中
途
採
用
者

の
賃
金
改
善
の
た
め
、
前
歴
換

算
の
改
善
、
２
級
以
上
の
初
任

給
格
付
け
、
在
級
期
間
の
短
縮

な
ど
③
高
齢
層
の
賃
金
改
善
の

た
め
、
昇
給
の
確
保
と
給
料
表

の
号
給
延
長
④
組
合
員
の
賃
金

実
態
を
把
握
し
、
近
隣
・
同
規

模
自
治
体
と
の
昇
給
・
昇
格
ラ

イ
ン
を
比
較
し
、
具
体
的
な
目

標
を
設
定
。

【
再
任
用
者
の
賃
金
改
善
】

　

①
退
職
時
の
職
務
で
の
任

用・
級
の
格
付
け
②
一
時
金
の
支

給
月
数
を
常
勤
職
員
と
同
月
数

に
引
き
上
げ
。
特
に
一
時
金
の

水
準
に
つ
い
て
は
、
人
事
委
員

会
に
対
す
る
団
体
署
名
に
取
り

組
む
な
ど
重
点
課
題
と
す
る
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
金

改
善
】

　

①
給
料
の
昇
給
上
限
の
撤
廃

②
給
料
表
２
級
以
上
の
格
付
け

を
可
能
と
す
る
こ
と
③
給
料
・

報
酬
の
支
給
額
に
お
け
る
地
域

手
当
の
扱
い
を
明
確
に
す
る
。

地
域
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
常
勤
職
員
と
同
率

で
の
支
給
。

【
確
定
期
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
】

　

賃
金
改
善
は
一
朝
一
夕
で
は

進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
春

闘
で
は
、
人
勧
か
ら
確
定
期
を

見
据
え
て
、
当
局
と
人
材
確
保

に
向
け
た
賃
金
改
善
の
必
要
性

を
共
通
認
識
と
し
、
具
体
的
な

運
用
改
善
に
つ
い
て
継
続
し
た

協
議
を
確
認
す
る
。

【
基
本
的
な
考
え
方
】

　

例
年
、
人
事
院
は
４
月
下
旬

～
６
月
中
旬
に
民
間
企
業
を
対

象
に
「
職
種
別
民
間
給
与
実
態

調
査
」
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

基
に
８
月
上
旬
に
国
家
公
務
員

に
対
す
る
人
事
院
勧
告
を
行
う

（
都
道
府
県
・
政
令
市
は
人
事
委

員
会
が
勧
告
）。

　

こ
の
勧
告
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
の
が
民
間
労
組
の
春
闘

の
結
果
で
あ
る
。
連
合
春
闘
の

結
果
で
い
っ
て
も
こ
の
２
年
間
、

定
昇
込
み
で
５
％
を
超
え
る
賃

上
げ
を
実
現
し
て
き
た
こ
と
が

人
事
院
勧
告
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
公
務
労
働
者
の
賃
金
改

善
に
も
つ
な
が
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
各
単
組
も

連
合
春
闘
に
結
集
し
、
民
間
労

組
の
仲
間
と
の
連
携
を
強
め
、

連
帯
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、春
闘
か
ら
人
勧
、

確
定
闘
争
を
一
連
の
も
の
と
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
特
に
春
闘
期
か
ら

単
組
の
独
自
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
賃
金
改
善
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

【
各
単
組
の
具
体
的
な
取
り
組

み
】

　

各
単
組
は
、
次
の
４
点
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　

①
春
闘
期
に
賃
金
改
善
要
求

を
行
う
と
と
も
に
、
賃
金
確
定

期
ま
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た

継
続
し
た
協
議
を
確
認
す
る
。

　

②
再
任
用
職
員
の
一
時
金
改

善
に
向
け
、
県
人
事
委
員
会
に

対
し
団
体
署
名
行
動
を
実
施

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

・
再
任
用
職
員
の
一
時
金
を
常

勤
職
員
と
同
月
数
と
す
る
勧
告

を
行
う
こ
と
。

・
人
事
院
・
総
務
省
に
対
し
、
制

度
変
更
を
求
め
る
こ
と
。

　

③
春
闘
期
に
決
着
す
る
民
間

単
組
（
公
共
民
間・
全
国
一
般
な

ど
）
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

自
治
体
単
組
は
、
公
共
民
間
単

組
と
連
携
し
て
「
労
務
費
の
適

切
な
価
格
転
嫁
」
に
取
り
組
む
。

　

④
６
月
の
夏
期
一
時
金
闘
争

時
に
は
、８
月
の
人
事
院
勧
告

時
に
向
け
、民
間
春
闘
結
果
を

踏
ま
え
、賃
金
改
善
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
す
る
。

クロスワード当選者発表
答えは「大谷翔平」でした

【１万円 商品券】２人
谷　　良治さん（神戸市従）
山下　昌幸さん（高砂市職）

【５千円 商品券】５人
本田　裕之さん（神戸市従）
下阪　賢作さん（加古川市職労）
田渕　貴博さん（赤穂市労連）
門岩　麻紀さん（丹波市職労）
森田　憲二さん（丹波篠山市職労）

【図書カード】15人
木原　和希さん（県職労）
小田　敏彦さん（県職労）
村井　宣恵さん（神戸市従）
北原　大福さん（神戸市従）
田中　　清さん（神戸市従）
岡本祥太郎さん（尼崎市職労）
松田恵美子さん（尼崎市職労）
宮城　美恵さん（尼崎市職労）
武田　えみさん（明石市職労）
加古原克己さん（姫路市従）
浅野　綾子さん（たつの臨嘱労）
川口　智子さん（佐用町職）
足立　拓也さん（丹波市職労）
池上　優希さん（丹波篠山市職労）
石田　周子さん（香美町職）

　

本
紙
１
月
１
日
付
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
を
解
く
と
現
れ

る
質
問
は
、「
野
球
の
神
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
越
え
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
は
」、
そ
の
解
答
は
「
大
谷
翔
平
」
選
手
で
し
た
。
た
だ

し
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
の
記
録
を
越
え
る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
は
他

に
も
い
る
た
め
、
そ
の
選
手
も
正
解
と
し
て
い
ま
す
。
６
９
７

人
の
応
募
か
ら
抽
選
の
結
果
、
左
記
の
方
が
当
選
し
ま
し
た
。

� 

３ �  
賃
金
改
善
の
取
り
組
み

� 

４ �  

２
０
２
６
人
勧
に
向
け
て

賃金闘争の重点課題
＜自治体単組＞

・全ての単組でラス100以上の実現
・38歳４級到達の実現
・中途採用者の民間経験を100％換算と

する
・再任用者の一時金支給月数を常勤職員

と同月数
・会計年度任用職員の昇給上限撤廃、２

級以上への格付け

＜公共民間単組＞

・平均賃上げ18,000円（６％）以上の実現
・自治体最低賃金（月給213,100円以上、

日給10,655円以上、時給1,375円以上）
の協約化

賃
金
運
用
の
点
検・
改
善
を


